
共催 松本薬剤師会 長野県病院薬剤師会中信支部 

問い合わせ先：中信がん薬々連携WG 淺野（ほんじょう薬局 honjoyak@dream.ocn.ne.jp  0263-39-2555) 

第６３回 中信がん薬薬連携WEB勉強会

2022年 7月 14日（木） 

19：00ー20：30 

【視聴申し込み】 

二次元コードを読み取ると

参加申し込みができます。

Web個人視聴のお申し込み方法 【期限：7月 7日（木）】

表面の 二次元コード にて,または 下記のURL よりお申し込みください。 

お申し込みURL：https://forms.gle/XcmFAmvahMa8iFHJ6
ご記載頂きましたメールアドレス宛に視聴用URL・視聴方法の詳細をお送りいたします。

2022年度もう一度がん領域に関して最初から学べる研修会シリーズ③ 

テーマ 「大腸がん ベーシック」 

~研修目的~ 

※ 大腸がんの治療の流れや代表的なレジメンを理解する 

※ 大腸がんの病態と、ガイドラインに基づいた薬物療法を学ぶ

※回線混雑等が原因で映像・音声等が途絶える可能性がございます。予め不測の事態等につき、 ご了承をお願いします。 

※本研修は「緩和薬物療法認定薬剤師の認定講習会(1 単位)」を申請中です(学会員のみ) 

※本研修は日本病院薬剤師会「病院薬学認定薬剤師 単位シール(1単位 領域 V-2)」申請中です。 

※本研修のJPALS研修コードは 【 20-2022-0022-101 】 です 

司会進行  信州大学医学部附属病院 薬剤部 井出 貴之 先生 

1. 大腸がん症例提示 ＊症例提示については裏面をご覧ください

2. 【グループデスカッション】 

大腸がん患者に対しての服薬指導・フォローアップについての意見交換 

3. 大腸がんの治療の流れ～フォローアップまでの解説 

4. 大腸がん症例提示に対する服薬指導・フォローアップの一例 

解説  安曇野赤十字病院 薬剤部 平林 克博 先生 

研修（19：00-20：30)



第63回中信がん薬々連携勉強会 テーマ「大腸がん ベーシック」【症例提示①】 

66歳男性  

X 月 25日に、H薬局に初回来局しました。  

患者さんが処方箋をもってきた時に  

「大腸がんと言われました。手術はできないので化学療法をしましょうと言われました。X 月 4 日から

服用していて、今回が2回目です」  

とお話ししてくれました。  

処方内容は以下のとおりです。ここからはH薬局の薬局薬剤師になったつもりでお答えください！ 

＜服薬指導時のために＞ 

質問①患者からどのような情報を聞き取りますか？ 

質問②病院からどのような情報が欲しいですか？ 

質問③どんなレジメン（併用抗がん剤）が考えられますか？ 

＜投薬後＞ 

質問①あなたならどのような服薬フォロー（服薬支援）をしますか？ 

勉強会当日はみんなでこの症例について考えます！ 

処方内容

Rp1 

【般】カペシタビン錠３００ｍｇ              10 錠

分 2 朝夕食後 （2週間内服、1週間休薬）  14 日分 

Rp2 

デカドロン 4㎎                       ２錠

分 2 朝昼食後                     ２日分

Rp3 

【般】オルメサルタン口腔内崩壊錠 10㎎       1 錠 

分１ 朝食後                        14 日分


